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トップの原点
～私が経営者になった理由～
㈱共和建商　増子公夫

参加申込書
相談会等に参加希望の方は、この「参加申込書」をコピーしていただき 

必要事項を記入のうえFAXにてお申込みください。

御社名

ご住所　〒　　　―　　

TEL

FAX

e-mail

参加者ご氏名

相談会ご希望の方は、希望時間をご記入ください

第１希望　　　　：　　　　　第２希望　　　　　：

□ 法律相談会　(４月１４日（火）)
□ 金融相談会　(４月８日（水）)
□ 経営よろず相談会　(４月２１日（火）)

ご希望の項目にチェックを入れてくださいご希望の項目にチェックを入れてください

0 24 8 - 2 2 -13 0 0FAX送付先

※各セミナーは、折込チラシの申込書に記入しお申込みいただくことも可能です。

わ
が
社
の
イ
チ
推
し

特 集
現場の「教え方」ひとつで、離職率は変えられます！現場の「教え方」ひとつで、離職率は変えられます！

オフィス S.B.S　
人材定着・離職防止コンサルティング

代表者： 山田 利明  
所在地： 白河市大観音前33-2  
連絡先： 090-2842-0516 　　　メール： fairlady.s130.ty@gmail.com
※日中は現場指導中のため、不在時には折り返しご連絡いたします
※SMS（ショートメッセージ）でのご連絡も承ります

　国家検定特級・1級を保有する「現場を知り尽くしたプロ」が、机上の空論ではない、即戦力の指導法
を教えます。
【保有資格・認定】国家技能検定 特級電子機器組み立て技能士、国家技能検定 1級光学機器製造技能士、国家技能検定 1級機

械保全技能士、品質管理職長基礎コース修了（第39号）、ビジネスキャリア制度修了認定 等

　私自身がパワハラによるメンタルダウンと3ヶ月の休職を経験。その苦い経験があるからこそ、部下も上
司も笑顔になれる「正しい指導」の重要性を痛感し、伝えています。

　アメリカ生まれの世界標準メソッド「仕事の教え方（JI）」「人
の接し方（JR）」をベースに、現場のコミュニケーションを根本
から改善します。

YouTube公開中！

「損をする教え方」など、役立つ情報
をYouTubeで発信しています。
 お気軽にご相談ください。

POINT 技術のプロによる「現場指導」

POINT 自身の経験から生まれた「正しい接し方」

POINT 世界標準のトレーニング「TWI方式」

「
せ
っ
か
く
入
っ
た
の
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　

す
ぐ
辞
め
る
」
を
ゼ
ロ
に
。

 

技
術
の
プ
ロ
が
伝
え
る
、
若
手
が
育
つ

　
　
　
　

「
接
し
方
」
の
極
意 

を
伝
授
し
ま
す
。

公式HP ▶

白 河 商 工 会 議 所 会 報  しらかわ

▶  小 峰 城 さくらま つ り 　 ４月 1 1 ( 土 )・1 2 日 ( 日 ) 　
　 ・小 峰 城 夜 桜 ライトアップ 　 夕 暮 れ～2 2 : 0 0
　 ・小 峰 城 夜 桜 花 見 酒「一 斉 乾 杯」4 / 11  17 時 ～ ( 予 定 )  
▶  ゼ ロ か ら 作 る 白 河 だ る ま 体 験 　 ４月 ～ ６月（ D C 期 間 中 )
　 ・白 河 だ るま の 生 地 づくりか ら 絵 付 け ま で 体 験 で きる 全 国 で も
　 珍 し い工 芸 ツ アー 　
▶  風 鈴 展 示 イベ ント「 風 の 音 ま つ り」 　 ６月１日 ( 月 ) ～８月 2 3 日 ( 日 )
　 ・翠 楽 苑・南 湖 神 社 に て、日 本 の 伝 統 的 な 涼 の 風 物 詩「 風 鈴 」を
　 集 め た 展 示 イベ ント
▶ 翠 楽 苑  　 呈 茶 を 愉 し む 　
　 　 6 月 2 0 日 ( 土 )・2 1日 ( 日 )・2 7 日 ( 土 )・2 8 日 ( 日 )   9：0 0 ～ 1 7：0 0
　 ・呈 茶 に て 普 段 提 供して い る 練り 切りを 各 日1 5 名 様 限 定 で 白 河
　 名 物「 南 湖 団 子」や 白 河 銘 菓 に 変 更し 提 供

白河市内の主なイベントスケジュール

…　4～5
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経営課題・販売促進に関する
アンケート調査報告書

 ふくしまデスティネーションふくしまデスティネーション
キャンペーンキャンペーン

2026.4/1 》6/302026.4/1 》6/30
  詳細は公式HPをご覧ください ▶
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生産・販売・在庫を統合する

　　　　　　　　　中小製造業のデータ連携

回
は
、
現
場
の
困
り
事
を
起
点
に
社
内
の
情
報
を

つ
な
ぎ
直
し
た
製
造
業
の
事
例
で
す
。
東
京
都

足
立
区
の
株
式
会
社
今
野
製
作
所
は
、
板
金
加
工
と
油
圧

ジ
ャ
ッ
キ
製
造
を
東
京
都
と
福
島
県
、
大
阪
府
の
４
拠
点
で

展
開
す
る
従
業
員
約
40
人
の
中
小
企
業
で
す
。

　
同
社
は
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
過
剰
在
庫
や
生
産
性
低
下
、
職

人
の
高
齢
化
に
直
面
し
、２
０
０
８
年
の
リ
ー
マ
ン・シ
ョ
ッ

ク
で
売
り
上
げ
が
3
分
の
1
以
下
に
急
減
し
ま
し
た
。
特
注

品
中
心
の
受
注
設
計
生
産
へ
か
じ
を
切
り
ま
し
た
が
、
都
度

設
計
で
情
報
量
が
増
え
、
伝
達
漏
れ
や
段
取
り
の
混
乱
か
ら

残
業
が
常
態
化
。
高
付
加
価
値
化
の
は
ず
が
、
生
産
性
を
下

げ
る
結
果
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
10
年
か
ら
自
社
の
業
務
プ
ロ
セ
ス
を
整

理
し
て
可
視
化
し
、
ど
の
情
報
を
ど
う
結
び
付
け
れ
ば
仕
事

が
滞
り
な
く
進
む
の
か
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｔ
化
は

パ
ッ
ケ
ー
ジ
導
入
に
頼
ら
ず
、
ク
ラ
ウ
ド
型
業
務
ツ
ー
ル
や

ノ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
内
製
化
し
ま
し

た
。

　
最
初
の
成
功
体
験
は
、
生
産
・
販
売
・
在
庫
を
統
合
し
て

共
有
す
る
仕
組
み
づ
く
り
で
し
た
。
東
京
の
営
業
や
福
島
の

生
産
管
理
、
現
場
の
担
当
者
が
同
じ
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
納
期
回
答
の
精
度
向
上
と
在
庫

の
最
適
化
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
次
に
、
設
計
と
製
造
を
つ

な
ぐ
た
め
、
3
次
元
の
設
計
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
部
品
表
を

整
備
し
ま
し
た
。
設
計
デ
ー
タ
に
購
買
や
生
産
の
情
報
を
付

加
す
る
こ
と
で
、
設
計
か
ら
製
造
へ
の
情
報
受
け
渡
し
を
自

動
化
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
難
所
だ
っ
た
調
達
で
は
、
在
庫
補

充
の
定
量
発
注
、
海
外
工
場
へ
の
定
期
発
注
、
特
注
品
の
都

度
発
注
と
い
う
三
つ
の
発
注
形
態
を
、
簡
易
的
な
資
材
所
要

量
計
画
の
考
え
方
で
統
合
管
理
し
、
会
計
ま
で
デ
ー
タ
を
一

貫
し
て
連
携
さ
せ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
結
果
、
23
年
に
は
現
場
か
ら
の
提

案
で
紙
の
作
業
指
示
書
を
廃
止
し
、
完
全
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
を

実
現
し
ま
し
た
。
特
注
対
応
と
い
う
高
付
加
価
値
の
仕
事
を

安
定
し
て
回
せ
る
よ
う
に
な
り
、
顧
客
対
応
力
と
生
産
性
が

同
時
に
高
ま
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
全
社
で
同
じ
情
報
を
見

て
判
断
で
き
る
こ
と
で
、
設
計
か
ら
製
造
ま
で
を
担
う
若
手

の
多
能
工
も
育
ち
、
売
り
上
げ
は
低
迷
期
か
ら
約
2
倍
に
回

復
し
ま
し
た
。

　
ポ
イ
ン
ト
は
、
現
在
の
業
務
を
皆
で
整
理
し
て
か
ら
デ
ジ

タ
ル
化
を
進
め
た
点
で
す
。
シ
ス
テ
ム
導
入
と
デ
ー
タ
連
携

に
よ
っ
て
業
務
と
情
報
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
連
動
し
、
最
終

的
に
従
業
員
全
体
の
連
携
が
強
く
な
っ
た
と
い
え
ま
す
。

文
／PwC

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
合
同
会
社　

PwC Intelligence

　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ニ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー  

 
 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
川　
真
史

コ
ラ
ム
　
中
小
企
業
の
た
め
の
Ｄ
Ｘ
事
例

今
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株式会社 共和建商  代表取締役会長
増子 公夫

白河商工会議所白河商工会議所
令和８年度事業計画令和８年度事業計画

「「人が集まる人が集まる・稼げる・・稼げる・続けられる続けられる」地域経済を実現する」地域経済を実現する
　当所では「次代につなぐ、活力ある白河経済圏の創造」を第30期のビジョンに掲げ、令和８年度事業をスタートします。 
　新年度も、中小・小規模事業者の皆様の最良のパートナーとして伴走型支援を深化させ、更に一歩踏み込んで、地域経済の
持続的な発展を目指してまいります。本特集では、事業計画の核となる「5つの重点柱」についてご紹介します。 
　変化の激しい先行きの見えない時代において、会員の皆様の声こそが羅針盤となります。本年度も現場の声に耳を傾け、役職
員一同、一丸となって全力で事業を推進してまいります。

人
材
・
担
い
手
の
確
保
と
育
成

観
光
振
興
・
地
域
ブ
ラ
ン
ド
発
信

①　

地
元
企
業
就
職
・
定
着
支
援
事
業

②　

多
様
な
人
材
活
躍
推
進
・
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り

③　

人
材
確
保
に
向
け
た
情
報
発
信

地
域
産
業
・
経
済
の
強
化

地
域
活
性
化
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

財
政
基
盤
・
組
織
力
の
強
化
、

会
議
所
活
動
の
見
え
る
化
・

プ
レ
ゼ
ン
ス
強
化

①　

経
営
基
盤
強
化
・
Ｄ
Ⅹ
推
進

②　

事
業
承
継
・
廃
業
防
止
・
創
業
支
援

③　

販
路
拡
大
・
地
域
内
経
済
循
環

④　

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
政
策
の
推
進

①　

歴
史
的
資
源
活
用

②　

滞
在
型
・
体
験
型
観
光
の
推
進

③　

観
光
×
商
業
連
携

①　

商
店
街
・
中
心
市
街
地
活
性
化

②　

地
域
イ
ベ
ン
ト
・
交
流
促
進

③　

防
災
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化

①　

財
政
基
盤
・
組
織
力
の
強
化

②　

委
員
会
等
機
能
の
強
化

③　

会
議
所
活
動
の
見
え
る
化

④　

会
議
所
プ
レ
ゼ
ン
ス
強
化

▲ しらかわ創業スクール　

▲ ゼロから始めるIT活用展

▲ 外国人材雇用に関する講演会

▲ 白河市出身学生等を対象とした
　 企業情報発信事業「エールしらかわ」

▲ 新規高等学校卒業者の求人要請対応 ▲ 商店街活性化事業

▲ イルミネーション事業

役職員一同、

全力で取り組みます！
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最大の経営課題は「人材確保・人材育成」

貴社の現在の経営課題について（上位３つまで）

景況観や経営上の問題点について経営者に
アンケートを実施しました。その結果を紹介します。

令和７年度 経営課題・販売促進に関するアンケート調査結果
⇐詳しい内容はWEBをご覧ください
※2025年12月12日～2026年1月16日 
白河商工会議所会員を対象合計150社が回答

人材確保・人材育成　４７．３%１位

新たな商圏・顧客・販路の開拓　４１．２%２位

物価・原価高騰　３５．１%３位

　「人材不足」については、特に、建設・運輸業
（70.8%）、製造業（67.7%）において危機感が突出し
ています。
　「物価・原価高騰」については、小規模事業者
（40.9%）が、それ以外の規模の事業者（24.5%）
を大きく上回っており、コスト増が経営を圧迫して
いる現状が浮き彫りになりました 。

進む「攻め」の姿勢、新しい取組への意欲が向上

　厳しい環境下においても、将来に前向きな事業者が増えています。 
　経営課題の解決に向けた新しい取組みを「既に考えている・何か考えたい」と回答した事業者は72.5%に達し、
前年度（66.7%）から5.8ポイント上昇しました 。

5

経営課題への対応に向けた新しい取組みを検討していますか？

R7年度

R6年度

７２.５ %

６６．７ %
２７.５ %

３３．３ %
既に考えている・何か考えたい 今は考えていない・様子を見たい

5.8ポイント上昇！

新しい取組みの内容について（複数回答）

人材の確保育成　４７．２%１位

販路開拓　４０.７%２位

商品・サービスの開発・提供　２８．７%３位
“次の一手” 

業種別に異なる

▶ 卸売・小売業： 「販路開拓（72.0%）」に集中し、顧客を増やすことに注力しています 。 
▶ 建設・運輸業： 「設備投資（31.6%）」や「技術開発（31.6%）」により、労働力不足を機械化で補おうと　
　　　　　　　　する動きが見れらます 。 
▶ 小規模事業者： 「後継者の育成（27.6%）」が、それ以外の規模（13.6%）の約2倍となっており、事業
　　　　　　　　承継が切実な課題となっているのが特徴です 。
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経営課題・販売促進に関するアンケート調査結果

価 格 交 渉

小規模事業者ほど「踏み出せない」現実
　販売先や取引先との価格交渉において、企業規模による「格差」が深刻な課題として浮き彫りになりました。

　全体で見れば、43.7%の事業者が「交渉を申し出た結果、価格交渉が行われた」と回答しています 。
　しかし、その内訳を事業者規模別に見ると、状況は一変します。「小規模事業者以外」は、58.0%が交渉を実現
させていますが、「小規模事業者」においては、交渉に至った割合は36.6%にとどまっています。
　両者の間には21.4ポイントもの大きな開きがあり、規模が小さい事業者ほど交渉のテーブルに着くことが困難な
実態が明らかになりました 。

交渉実現率 に２１．４ポイントの開き

交渉を申出た結果、
価格交渉が行われた

販売先・取引先との価格交渉の協議について（複数回答可）

全 体

価格交渉していない

今後、販売先・取引先へ
交渉予定

価格交渉は不要と判断

交渉を申し出たが、価格
交渉は行われなかった

その他

４３．７%

２３．８%

１５．９%

１２．７%

７．１%

５．６%

３６．６%

３１．０%

１１．３%

１４．１%

５．６%

４．２%

５８．０%

１４．０%

２４．０%

８．０%

１０．０%

４．０%

小規模 小規模以外

価格転嫁の実施状況

「未対応」は全体の４分の１

　実際に価格転嫁ができているかという問いに対し、「できている」と
答えたのは全体で39.8%でした 。
　一方で、「できていない」と「特に何もしていない」を合わせた「価格
転嫁未対応」の層が25.8%存在します 。
　業種別に見ると、製造業（57.1%）や建設・運輸業（52.4%）では
半数以上が転嫁を進めているのに対し、サービス業（22.2%）や卸売
・小売業（39.5%）では、依然として転嫁が進んでいない現状があり
ます 。

販売先・取引先に対する価格転嫁の状況 について

価格転嫁

できている

３９．８%

今後転嫁予定

19.5％

価格転嫁

できていない

10.2％

特に何もして

いない

15.6％

Bto Cなので、景気を
踏まえ値上げ等を実

行した
13.3％

コストが上昇せず価格転
嫁不要と判断した

1.6％

今は考えていない・様子を見たい
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当
社
は
本
年
４
月
に
創
業
50
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
弱

冠
23
歳
で
起
業
し
て
以
来
、
地
域
の
お
客
様
を
は
じ
め
、
仕
入
れ
先

や
関
係
者
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、
半
世
紀
に
わ
た
り
こ
の
地
で
経
営
を

続
け
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
、
改
め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
創
業

当
時
、
汗
水
流
し
て
貯
め
た
50
万
円
の
通
帳
は
い
ま
も
大
切
に
保
管
し

て
い
ま
す
。
娘
を
段
ボ
ー
ル
で
作
った
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
に
寝
か
せ
、
小
さ
な

プ
レ
ハ
ブ
事
務
所
で
始
め
た
頃
、
中
古
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
ス
コ
ッ
プ
を
積
み
、

現
場
を
駆
け
回
り
な
が
ら
必
死
に
働
い
た
日
々
は
、
今
で
も
鮮
明
に

思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

50
年
の
歳
月
の
中
で
事
業
は
少
し
ず
つ
拡
大
し
、
多
く
の
社
員
と
支

え
て
く
だ
さ
る
方
々
に
恵
ま
れ
、
今
日
の
会
社
の
姿
が
あ
り
ま
す
。
時

間
と
と
も
に
育
ま
れ
た
企
業
理
念

「
私
た
ち
は
常
に
未
来
を
創
造
し
」

は
、
社
風
と
し
て
根
強
く
浸
透
し
、
役
員

・
社
員
一
人
ひ
と
り
が
自

ら
の
立
場
で
先
を
見
据
え
、
変
化
し
続
け
る
文
化
が
確
実
に
育
っ
て
い

ま
す
。

トップの原点

私　経営者が になった理由理由
わ　け

株式会社 共和建商  代表取締役会長
増子 公夫

Par t 3

　

工
事
の
総
合
お
役
立
ち
業
と
し
て
部
門
間
連
携
を
進
め
、
墓
石
仏
壇
販
売

店
や
服
飾
雑
貨
店
へ
と
事
業
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。
近
年
は
健
康
寿
命
に
貢

献
す
る

「
調
圧
ル
ー
ム
」
の
開
発
に
取
り
組
み
、
当
社
初
の
全
国
展
開
事
業

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
挑
戦
に
は
苦
労
も
あ
り
ま
す

が
、
ご
利
用
者
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
感
謝
の
声
に
励
ま
さ
れ
、
よ
り
多
く
の
方

へ
届
け
た
い
と
い
う
思
い
で
日
々
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　

時
代
は
大
き
く
変
化
し
、
企
業
に
求
め
ら
れ
る
役
割
も
ま
す
ま
す
多
様
化

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
故
に
理
念
を
軸
に
、
変
化
に
向
き
合
い
、
困
難
に
立
ち
向

か
え
る
企
業
で
あ
り
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

「
未
来
を
創

造
す
る
」
精
神
を
胸
に
、
社
員
と
と
も
に
挑
戦
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。
今

後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会社概要

株式会社 共和建商

〒961-0015 

白河市田島舘ヶ崎4番地1

TEL:0248-29-2231（代表）
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Information

そのお悩み、専門家に 

相談してみませんか？

内 容 相 談 機 関 日 時

無料法律相談 吉川 幸雄 弁護士 ４月１４日(火) 
13時～15時

金融相談 日本政策金融公庫
郡山支店国民生活事業

４月８日(水) 
10時30分～12時

無料経営相談 福島県よろず支援拠点 ４月２１日(火)
10時～16時

事前にご予約をお願いします　☎0248-23-3101
～ 専門家相談会 ～

白河商工会議所会員数　2026.3.31 現在　1,081事業所　

福島県中小企業等エネルギー
コスト削減支援事業補助金

　福島県では、エネルギー価格高騰の影響を受ける中小企業
等を支援するため、省エネルギー設備への更新等に係る費用
の一部を補助します。

■対象設備
　①蛍光管等から高効率照明（ＬＥＤ等）への更新
　②空調設備の更新
　③電気冷蔵庫、電気冷凍庫の更新
　④その他業務に必要な機械設備等の更新
　⑤特殊車両等の更新

■補助率
　2/3 以内

■補助額
　20万円～300万円
■申請期間
　令和 8 年 3 月 16 日 (月) ～ 5 月 29 日 (金) 17：00まで

※電子申請のみ
※予算上限に達した場合、受付期間内でも申請受付を終了す
る場合があります。
※詳細は福島県ホームページをご確認ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　公式HP ▶

　

生産・販売・在庫を統合する

　　　　　　　　　中小製造業のデータ連携

中小企業賃上げ
緊急一時支援事業

　福島県では、最低賃金引上げの影響を受ける中小企業等の
負担軽減を目的として、従業員の賃上げを行った事業者に対
し支援金を支給します。

■ 対象
　県内に事業所を有する中小企業・小規模事業者等

■ 支援額
　対象従業員 1人あたり3万円
■ 申請期間
　令和 8 年 2 月 26 日 (木) ～ 5 月 31 日 (日) 16：00まで
　① 事業者等登録申請
　令和 8 年 2 月 26 日 （木）10:00～ 5 月 24 日 (日) 16:00
　② 助成金申請 ※上の事業者等登録完了が必要です。
　令和 8 年 2 月 26 日（木）10:00 ～  5 月 31 日(日) 16:00 

※電子申請のみ
※支援対象人数の上限に達した場合、受付期間内でも申請受
付を終了する場合があります。
※詳細は福島県ホームページをご確認ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　公式HP ▶

LOBO調査報告

本調査は、地域や中小企業が「肌で感じる足元の景況感」や
「直面する経営課題」（採用、設備投資、賃金動向等）を毎
月調査し、その結果を集計・公表しています。

業況の全産業DIは-0.4ポイント下降しました。
業種別に見ると、製造業は-1.0ポイント、小売業は-0.5ポイ
ント、サービス業は-0.3ポイント、建設業は-0.2ポイント下
降しました。卸売業は横ばいでした。
規模別で見ると、小規模は-0.3ポイント、それ
以外は-0.6ポイント下降しました。
※DIとは…「好転」の回答割合  −「悪化」の回答割合

日本商工会議所
ＬＯＢＯ調査ＨＰ

建設業 製造業 卸売業 小売業 サービス業


